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概 要

特 ⾧

実用化イメージ と 超スマート社会との関係

今後の課題

求める連携先 と メッセージ

●今までのシステムの問題点と課題
●電源・インターフェースの異なる既存センサ資源を容易に無線化できない
●専用設計のため, 新規測定対象には, 他のシステムの導入が必要

●本技術新規点・特徴
●可変電源回路技術:センサ毎に異なる電源電圧に対応
●ミドルウェアによる制御:異なるセンサインターフェースに対応

●単一のセンサでは予測が難しかった分野での環境情報予測の実現が可能
➡防災・農業・海洋の情報収集と安定した環境管理が可能

●機器の小型化・低消費電力化
●フィールドごとの予測技術の向上
●より多くのフィールドにおける実証実験

●環境発電による自律稼働技術（低消費電力・高効率な回路技術）
●屋外における環境情報把握にお困りの方
●IoTを用いたデータ予測, 障害検知を検討の方
※IoTをはじめたいけど, 何から始めたらいいか悩んでいる方
ご相談お待ちしております.

農業
減災・災害管理

海産養殖

～防災・農業・海洋の情報収集支援～

●今までは
➡センサ毎に最適化されたシステム

●本技術
➡ひとつのシステムでさまざまなセンサ接続が可能

試作第１号

現version

水位センサ（浸水量）
傾きセンサ（地すべり）

 浸水量の把握, 災害の兆候予測, 
インフラの健全性判断など, 
減災・災害被害の早期復旧が可能

温度センサ（海水温）
PHセンサ（酸性度判定）

 赤潮の判断, 水温低下の検知, 飼育
魚の健全性判断など, 
海産養殖の安定供給が可能

照度センサ（日照量）
温度センサ（気温）

収穫時期, 肥料添加スケ
ジュール, 日照量予測など, 
作業者負担の軽減が可能

農業 災害管理

海産養殖

代表的な利用可能フィールド
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試作品の状況

応用例１:アドホック水位計システム

応用例2: 海水温予測システムによる真珠養殖支援
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基礎固め 実用性評価

内水被害は災害発生後の事後処理のみ可能
– ポンプ車などの排水装置を効率的に運用する必要

浸水地域の全水量を把握することで, 被害の早期復旧が可能
– 水防団/消防団が容易に設置可能なシステム

内水被害発生 ポンプ車による排水
浸水地域の水量を把握し, 被害の早期復旧に活用

アドホック
ネットワーク

集約局

クラウドサーバ

真珠養殖向け海水温予測システムとして実験中
三重県伊勢市, 英虞湾

運用中の気象観測ノード

水温センサノード

予測と実測値の誤差1℃程度での予測は可能
安定した環境の提供が可能


	



